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商 業 発 展 と 公 債 累 増(1)*

一 ヒューム 『政治論集』における二つの 「自然史」一

森 直 人

は じ め に

本 稿 の 目的 は,ヒ ュー ム 『政 治 論 集』 を対 象 と して,そ こ に現 れ る商 業 社 会

に つ い て の一 見異 質 な二 つ の議 論 の 関係 を考 察 し,こ れ を総 合 的 に理 解 す る こ

とで あ る。 一 方 で 、 『政 治 論 集』 の 中 心 的 な主 張 は商 業 社 会 の 多 面 的 な分 析 と

擁 護 と して 理 解 され て きた。 ヒ ュー ム は奢 修 や 商 業 に対 す る 当 時 の根 強 い道 徳

的 非 難 を退 け,奢 イ多と商業 に富 んだ 社 会 が 人 々 の 間 に勤 労 を増 大 させ
,種 々 の

技 芸 ・学 問 ・社 交 の発 展 を もた ら し.私 人 の幸 福 と国家 のカ と を増 進 す る とい

う構 造 を 明 らか に した。 商 業 社 会 は,そ こに お い て人 間の 生 活 の 全 面 的発 展 が

可 能 とな る社 会 と して 描 か れ て い る、,し か し他 方 で,ヒ ュー ムは近 代 商 業杜 会

に 固有 の危 険 と して 公 信用 の 問題 を提 示 し,こ の 間題 が社 会 に破 滅 的 な危 険 を

もた らす 可 能性 を描 き出す 。彼 は ,戦 費 調 達 に用 い られ る公 信 用 につ い て,そ

れ が 不 必 要 で過 度 な戦 争 の ため に無 際 限 に膨張 し,政 治 ・経 済 ・道 徳 ・軍 事 の

様 々 な 領域 に 渡 っ て広 範 な危 機 を生 じ る とい う分 析 を示 して い る。 この よ うに

ヒ ュー ム は,商 業 社 会 が 辿 る時 間 的過 程 につ い て
,二 つ の全 く異 な る 可 能性 を

提 示 してお り・ この 点 は ・ ヒ ュー ム に お け る両 義 性 と して既 に先 行 研 究 が 問 題

に して い る と ころ で あ る"。 筆 者 は この 問 題 に対 して
,商 業 ・奢 修 論 と公 債 論

*本 稿の主要な内容については1ヒ ューム 『政治論集』における公債論の意義について」として

日本 イギE1ス哲学会第28購 究大会(2・・4年3月28口・於細 大学).にて・頭撒 を行い.参 加された方
々から有益なコメントを頂いた。ここに記 して感謝したい。

1)P。cock[1985]ch ,7.(田 中訳[1993]第 七章),H(mt[1993],R。ber佐s〔,n[1993]など。
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で示されている一見異質な二つの時間的過程 ロー トワインの表現を借 りるな

らばこの二つの自然史を幻,戦 争という項において媒介され接続される一つの

時間的過程 として捉える総合的な理解の構築を試みる・・

具体的には次の手順で議論を進める。第 丁節では,ヒ ュームの商業 ・奢修論

と公債論の概要,お よびそれらをめぐる先行的な解釈に関 して準備的な考察を

行う。そしてこれを踏まえて,公 債累増の議論を主 として論説 「勢力均衡につ

いて」と関連付 ける先行研究の解釈を前提 としながら,ヒ ュームにおける公債

累増の原因 ・過程 ・帰結を,さ らに進んでブリテンの商業社会構造との関連で

明らかにするとい う点に本稿の課題 を設定する3)。この課題に基づいて,第1

節では商業社会において公債の累増が もたらされる基本的な構造をヒューム

『政治論集』に探求する。そして第㎜節では商業社会の発展がさらに公債の無

際限な累増を生じる過程について検討する。最後に第IV節では,こ の公債の累

増が最終的に商業 ・政治の両面においてブリテン社会にもたらす致命的な帰結

について考え,そ こにおいて白然死 というヒュームの提言が有する含意を明ら

かにする。これらの検討を通じて,商 業発展の諸要因の内に公債累増をもたら

す重要な契機が含まれ,か つ公債累増がブリテン社会の商業 ・政治両面におけ

る基礎構造に破滅的な危険をもたらすというヒュームの逆説的な認識 を明らか

にしたい。

1準 備 的 考 察

本節では本稿の問題に詳 しく立ち入る前に,ヒ ュレ ムの商業 ・奢修論と公債

論の概要をまとめ.次 にそれらをめ ぐる主な先行研究による解釈と間題状況を

明らかにし,そ れに基づき本稿のアプローチを設定す る。

21R・tweinl197(}]P.lxxxvi.

3)ヒ ュー1、における国際関係認識,と りわけ戦争 をめ ぐる認識の正確な内容 と,商 業発展 および

公債累増 につ いての認識 に対 してそれが有す る含意 は,筆 者 の問題設定において詳 細な検討を要

す る重要な間題であるが,紙 幅 の関係か ら.こ れ らの問題につい ては現在準備中の別稿 により論

じることとしたい、,
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先に述べたように,ヒ ュームの商業 ・奢修論と公債論には,社 会が辿 る時間

的過程に関 して著 しく異なる二つの論調が見られる。商業 ・奢修論は技術 ・学

芸 ・人間性を も含めた社会の全般的発展を説き,公 債論は政治 ・経済 ・徳性 ・

軍事の各領域に渡る社会の破滅的な危機を予測している。まず ヒューム 『政治

論集』における奢修 と商業による人間社会の全般的発達をめ ぐる議論に関 して

は4㌧ その主要な要素として以下の四点を挙げることができるだろう。

第一に,奢 移と勤労が商人たちにより媒介され,互 いに促進しあって,商 業

社会の発展をもたらすという点である。奢修一 ヒュームの定義では感覚の充

足におげる洗繍 〕 は人々の情念を刺激して勤労を増大させるり。そこか ら社

会において必需品生産に従事 しない余剰の人手が奢修的技芸において使用され

る場合,勤 労の増大 とそれによる技芸の全面的な洗練が生 じる了1。そこでは商

人が様々な地域 と人々の問での生産物の過不足を調整 し勤労を適切に増大させ

る8㌧ したが って奢イ多と勤労は,商 人たちに媒介されつつ,相 倹って商業社会

の発展をもたらす ものとして捉えられている。

第二に,奢 修と勤労が,こ の商業杜会の発展を通じて.あ らゆる技芸 と社交

を洗練させ,勤 労 ・知識 ・人問性の全面的な発展をもたらす とい う点である。

勤労の増大と機械的技芸の洗練は,法 や秩序から学芸にいたるあらゆる技芸を

発展させる。他方では,農 業技術における洗練が,下 院を構成 し平等な法を求

め政治の基礎を形作る富裕な土地所有者を生み出ずll。また勤労は,そ の適度

に活動的な生活様式の効果として,不 白然な欲望の成長を抑え,道 徳的な改善

をもたらす肚%こ のようにヒュームにおいて奢移と勤労は,商 業社会の発展 と

4)以 下に述べ る諸要 素につ いては,国 内の先行研 究において ヒュームの 「文明仕会」論 として統一一
・的に把握 され てお り

,筆 者 の理解 もこれに依拠 している。竹本 「1990a].[1990b],お よび坂
本[1995]を 参照。
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℃fRe611emelltintheArts,TD、p.268 .1田 中 訳19ヘ ー ジ)C
"OfC

ommerce,"PD,pp.261-262.(田rl■ 訳1H2ペ ー ジ)u

∫δ'`♂,PI),256-257.{田 中 訳6・ ＼一 ジ)n

℃flnterest"PD、pl),299-302 .(田 中 訳53-56ペ ー ジ)、

``OfR崩nem
elltintheArts.》 ♪PD,pp,277-278.(田 中 訳27-28ペ ー ジ)、,

訪'`ムpp.269-270,275-276 .(円 中 訳20-21お よ び25-26ペ ー ジ)。
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ともに,「勤労 ・知識 ・人間性の不可分の連鎖」を通 じて杜会の全面的な洗練

と発展を生み出す要因と捉えられている"1。

第三に,こ の商業社会の洗練と発展が人々の幸福と国家の強大化をもたらす

という点である。人々の幸福は活動 ・快楽 ・無為から構成される。洗練された

社会では,人 々は勤労それ自体を享受 し,ま たその果実としての快楽を楽しみ,

そして無為がこれ ら勤労 と快楽への適切な休息を与える。勤労と諸技芸はこれ

ら三要素の適切な増大をもたらし,そ れにより人々の幸福を増進する1死 他方

で奢修的技芸の成長は,国 家に大きな富 と,軍 事に転用可能な人員を与える1%

したがって、社会の洗練 と発展は.人 々の幸福を増進し徳性を改善 し,国 家を

強大化させるものと考えられる,,

第四に.奢 イ多には,そ の程度により,道 徳的に無害な もの も悪徳なものもあ

りうるが,ヒ ュームにおいてはいずれの奢修 も排除されていないという点であ

る。道徳的に無害な奢修は勤労と洗練の原動力 として是認される。これに対 し

て悪徳な奢イ多は政治社会に対 して有害である。しか しより有害な結果をもたら

す悪徳を抑制するために,こ の悪徳な奢修 さえ,ヒ ュームにおいては許容され

ている141。したがってヒュームにおいて,商 業社会発展の主たる動力である奢

修は,た とえそれが悪徳な ものとなる場合であって も許容されていると言うこ

とができる。本稿ではこの四点を,商 業発展をめぐるヒュームの認識の基本的

な構成要素として捉えることとしたい。

他方,ヒ ュームの公債論は,こ うした社会の健全な発展予測に比 して,当 時

喫緊の問題であった公債の累増に関わって,ブ リテン社会が公債によって破滅

的な危機に陥るとい うきわめて悲観的な主張を提示する。実際に十八世紀のブ

リテンにおいては公債残高の極端な増大が見られた。 とりわけ 『政治論集』初

11)1'・ 献 、11p.271.(田 中訳22ペ ー ジ)∂

12)1が4,pp.269-270.(田 中訳20-21ペ ー ジ)。

13)"OfCommerce』 辱pp.260-263.(冊 中訳11-13ベ ー ジ)

(田 中訳23ベ ー ジ)。

14)'わ'`孟 、pp,279-280,(田 中 訳30-32ペ ー ジ〉。

,"OfRefinementi:dheAlts,ηPD,p、272。
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版の出版(1752年)を 挟むオース トリア継承戦争(1740～48年)お よび七年戦

争(1756～63年)の 時期には常軌 を逸した公債の累増が生 じている。ブリテン

の税収がその経済成長率に比 してもこの時期急激に増大し,ブ リテンがフラン

スやオランダと比較しても圧倒的な重税国家であったことは近年の研究により

明らかにされているが151,しか し国家の歳出総額はこの税収さえはるかに上回

る規模で増大 し,こ れにしたがって公債の累積額 も激増 していた16,。ヒューム

の公債論は,こ うした状況について,公 債利払いのためにおよそ考えられるあ

らゆる租税が課せ られるとい う限界状態を想定し,ブ リテンが確実にこの状態

に向かっていると主張する。この 「破滅の極度」の想定においては,公 債所有

者は怠惰な奢移へと沈み込み,自 らの勤労を生活の資とするすべての人は極端

な重税により過酷な労苦を強いられる、、土地所有者もまた重税によりあたか も

国家の執事であるかごとき位置を強いられ,統 治階級としての尊厳 も能力 も

失ってしまう。さらにこうした財政状態にあっては,当 然のことなが ら,公

債本来の目的であるはずの防衛資金の調達 さえ覚束な くなる。社会の様々な

領域に渡るこの広範な危機的状況において.ヒ ュームの予測する結末はただ

二つである,】すなわち,「 国民が公信用 を滅ぼすか ,公 信用が国民を滅ぼす

カ》」助。

これら二つの異質な論調をめぐっては先行研究においても検討がなされてき

たが,商 業発展 と公債累増 との直接の関係を明確にとりあげているものは,管

見の限 り決 して多いとは言えない。少なくとも,商 業発展を 『政治論集』にお

ける基調的な議論 と捉える限 りでは一 これ自体は極めて正当なアプローチで

あるとはいえ一 公債論は周縁的な位置に置かれ,両 者の関係については部分

的な検討がなされるにとどまることになるからである。例えば坂本は,「文明

社会」の概念 と名誉革命体制の関係 という観点からこの間題を扱い,ヒ ューム

15)ブ リュ ア,大 久 保 訳 「2003]186ペ ー ジ
,100-102ペ ー ジ,お よ び136ベ ー ジ 、

16)同 上 書,48ペ ー ジ.100ペ ー ジ,お よ び122ペ ー ジ.

17)以 上 につ い て は,5DfPublicCredit
,"P獄pp.356-361、(田 中 訳117-122ベ ー ジ)参 照 。



122(440)第174巻 第5・6号

の 公 債 論 を,「 文 明 社 会 」 を め ぐ る理 論 とい う よ り基 礎 的 な次 元 に根 ざ した

ヒ ュー ムの 名 誉 革 命 体 制 批 判 と見 る1駕。 他 方,ロ ー トワ イ ン は,『 政 治 論 集 』

の 中 に,商 業 の発 展 を描 く自然 史 とは別 に,公 債 の 累 増 と崩壊 を描 く自然 史が

存 在 して い る もの と見 る。 す な わ ち,ヒ ュー ムの 公 債 論 は 「ヒ ュー ム に お け る

そ れ 以 外 の 全 て の 政 治 経 済 学 と同 じ性 格 を 」 有 し】'),その破 滅 の予 測 が 「あ ら

ゆ る本 質的 な点 に お い て 『公 債 の膨 張 と崩 壊 の 自然 史』」 を構 成 す る もの と論

じてい る⑳1。しか しロー トワ イ ンは,ヒ ュー ム の経 済思 想 に お い て この 二 つ の

自然 史が 互 い に どの よ うな 関係 に あ るか とい う点 につ い て は考 察 の 対 象 と して

い な い,

これ に対 し,公 債 論 の もつ 悲 観 的 な論 調 に着 目 して,商 業 の発 展 と公 債 の累

増 とい う二 つ の過 程 の 関 連 を よ り詳 細 に扱 った もの と して は,「 両 義 性 」 を鍵

概 念 と して ポ ー コ ック,ホ ン ト,ロ バ ー トソ ンら に よ って 展 開 され た 一連 の研

究 を挙 げ る こ とがで きる だ ろ う.ポ ー コ ックは この 問題 を ヒ ュー ム商 業 社 会認

識 上 の両 義 性 とい う形 で理 解 してい る。 す な わ ち,商 業 社 会 が それ 自 ら に破 壊

的 な公 債 累 増 を招 くとい う形 で ヒュ ー ムの 商 業 ・奢イ多論 と公債 論 との 関係 を捉

え,そ こ に ヒ ュー ム に お け る商 業 社 会 認 識 の 両 義 性 を認 識 して い る(た だ し

ポー コ ッ ク は そ こで 商 業 社 会 が 公 債 の 累 増 を 生 み 出 す メ カ ニ ズ ム に つ い て

ヒ ュー ム 自 身 の議 論 に基 づ い た 考 察 を必 ず し も行 って い な い)2%ホ ン トは こ

の研 究 を批 判 的 に 受容 した上 で 発 展 させ,両 義 性 の 内容 を,国 際 政 治 の 只 中 に

おか れ た商 業 社 会 と公 債 の 間 の両 義 性 へ と解 釈 し直 して い る翫 世 界 君 主 制 論

を め ぐ るロ バ ー トソ ンの研 究 は,こ の ホ ン トの研 究 を 補完 して,ヒ ュー ム に解

決 不 可 能 な両 義 性 が 存 在 して い た こ とを論 じて い るZ町 本 稿 で は,こ の一 連 の

18)坂 本[1995]第 六章。

19)Rotweinl1971)lp.1xxx五v.

20)"・14、P,lxxxvi,

21)P(,cock[1985]ch.7.(田 中訳[1993]第 七章),・

22)Hont〔19931.

23)Roberts(、1、119931.他方で.Robeτtson[19831(鈴 木訳119901)に おいては,ヒ ューム公債

論の切迫 した調子は,む しろ崩壊が回避可能であることを反映しているとの見解が示され,公 債

論を額面どおりに受け取ることには慎重な姿勢がとられている・竹本も 公債論と文明社会論ノ
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研究がヒュームの商業社会認識に対 して取るアプローチを基本的には踏襲する

こととなる。

しかしなが ら,以 上の先行研究においては,ヒ ュームにおける公債累増の原

因を勢力均衡原理に関するヒュームの議論に求める点で重要な一致点が見られ

る2%こ の点はとりわけホントおよびロバー トソンにより,最 も十全に明らか

にされている。両者の研究により,十 八世紀の緊迫 した ヨーロッバ国際情勢,

それに対する当時の政治思想による認識,な かんず く世界岩主制論の中に.フ

ランスに対するヒュームの強い危惧 と勢力均衡の必要性が位置づけられた。こ

れにより,ヒ ューム 『政治論集』における勢力均衡原理の重要性がはっきりと

示された ものといえる。 しかし,ホ ントの研究は,公 債の累増 と商業社会 との

構造的な関連について十分な考察を加えていないように思われる。前述のよう

にホントの研究は,ポ ーコックにおける商業社会と公債の間の両義性を,商 業

社会 と国際政治の間の両義性 として読み替えるものだが,そ こには公債に対 し

て絶えず資金を供給 し続げる商業社会の構造に関する詳細な検討は見られない。

ここで筆者は,こ れらの先行研究に対 して,ヒ ュームにおける公債累増の分

析はただ勢力均衡政策 という累増原因を指摘するにとどまるものではな く,よ

り深 く社会におげる構造的要因の分析にまで拡張されうるという解釈の提示を

試みたい。この視点から見れば,勢 力均衡政策,お よびそれに基づ く戦争は,

公債累増の直接の原因というよりはむしろ,商 業社会の構造を変質させて公債

累増の構造へと導 く媒介として理解することができる。またより具体的に見る

＼との間の乖離を指摘 しながら,ヒ ュー ムにおいて 自然死が現 実的な解 決策だ った とは考 えが たい

と して,低 利借 換 えを ヒュー ムにお ける現実 の解決 策 と見 る慎重 な姿勢 を示 して いる(竹 本

[1990a])・ なお,他 に ヒュー ム公債論の詐細 な紹 介と しては出r「1[19711第 五章,北 村ll981j

を・ コー トーカン トリ論争 の文脈か らこれ を分析 した ものと して田1十:〔19891を 参照。

以上の問題 はさらに・十八世紀中葉の ブリテンにおける政治思想のあ り方か ら見て 多様に分裂

しているか のよ うな印象 を与えるヒュー ムの政治思想をいか に秩序付 けて総合的に捉えるか とい

うよ り一般 的 な問題 にも関わ って くるが,本 稿では,筆 者 における関心の方向 と準備不足か ら,

この後者 の間題 には・kち入 らない。

24)北 村[198!]100-101ペ ー ジ,竹 本[1991)b]29-32ペ ー ジ,坂 本[i995]359-360ベ ー ジ,田
rl1[20021201-202ベ ー ジな ど。 とりわけHont[1993]お よびR・bertson[1993]の 全体 を参照。

なお世界君主制論については村松[1997]を 参照,、
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ならば,勢 力均衡原理のみからヒュームにおける公債累増の原因を理解するこ

とには一定の限界があるように思われる,、確かに勢力均衡原理は,公 債累増に

関して,政 府による資金需要の側面を明らかにしている。すなわち政府は,

ヨーロ ッパヘの関与政策を継続 して世界君主制の出現を阻止するために多額の

資金を必要とし,そ のために公債を通 じた資金調達を強いられる。しか し勢力

均衡原理だけでは,資 金供給の側面,す なわちそうした膨大な資金調達を可能

にする社会的な要因を説明できない。そこでは誰がいかなる理由で公債を取得

し資金を供給するのか,と いう問題が検討される必要がある。

したがって本稿では,商 業論 と公債論の問に両義性を見る解釈群のアプロー

チを継承 し,勢 力均衡原理を公債累増の原因と見る従来の解釈を踏まえながら

も,さ らに進んで,公 債累増の構造 と商業発展の構造 との直接の関連を考察す

ることを課題 とする.ブ リテンにおいて商業 とその発展はなぜ公債累増を生む

ことになるのか,ま たこれをとどめる手段は存在 しないのか,そ してこうした

公債の累増はブリテン社会にどのような帰結をもたらすのか。これらの問題に

ついて以下では,公 債累増の要因 ・累増の過程 ・累増の帰結 という三つの局面

を設定 し,そ のそれぞれについて商業発展と公債累増の構造的な連関を明 らか

にしたい1,

ll商 業社会において公債累増が生 じる基本的な構造

本節では商業社会において公債累増が生 じる基本的な構造について考察する。

すでに確認 したように,勢 力均衡維持の必要性だけでは,政 府による資金需要

の側面を説明できるにしても,そ の需要に対する商業社会の際限のない資金供

給を説明することはできない。公債の不可避的な累増をめく僑 ヒュームの議論

を十全に理解するためには,公 債に資金を供給 し続ける商業社会の構造に対す

るヒュームの認識を明らかにする必要がある。そこで第一に,ど のような人々

が、いかなる理由から,公 債を所有 しようとするのかという心理学的な分析を

ヒュームの諸論説の中に探求する。そして第二に,こ の公債所有者の類型 と公
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債 所 有 の動 機 を,商 業発 農 を め ぐる ヒ ュー ムの議 論 の 枠組 み の 中で 捉 え 直す 。

これ に よ り商業 発 展 と公 債 累増 の基 本 的 な関 係 を 明 らか に した い。

第 一 の 点 につ い て結 論 か ら述 べ る な らば,ヒ ュー ムに お げ る 公債 所 有 者 とは,

商 業 の発 展 が生 み 出す 貨 幣 所 有 者 階 層 か ら供 給 さ れ る もの と考 え られ,ま た そ

の 公 債所 有 の動 機 は,商 業 社 会 発 展 の 原 動 力 で あ る奢 修 へ の限 りない 欲 求 に見

出 す こ とが で きる。 まず 公 債 所 有 者 の 類 型 に つ い て見 てみ れ ば,従 来 の研 究 で

も論 じ られ てい る よ うに,商 業 社 会 の発 展 は それ 自体 と して 貨 幣所 有 者 階層 を

生 み 出 す35〕。 商 人 は,勤 労 を媒 介 す る そ の役 割 の重 要 性 か ら,勤 労 の生 み 出す

財 貨 の相 当 部 分 を獲 得 す る。 他 方で,商 人 は 自 らの 職 業 に従 事 す る うち ,利 得

それ 自体 へ の 愛 好 を持 ち,節 約 に 努 め る よ う にな る。 この二 つ の特 性 か ら,商

人 は多 額 の 貨 幣 を 蓄 積 す る貨 幣 所 有 者 層 を形 成 して ゆ く、、こ う して 「商 業 の増

大 は,必 然 の結 果 に よ っ て 多数 の貸 し手 を作 り出す 」 こ とに な るの で あ るZ6)。

こ こで 若干 問題 とな る の は,ヒ ュー ムが 公債 所 有 者 につ い て ,公 債 か ら副 収

人 を 得 な が ら事 業 を行 う商 人助 と,公 債 か らの利 子 収 入 で生 活 す る 怠惰 な 人 々

とい う二つ の類 型 を提 示 し,後 者 の 類 型 を よ り重 視 して い る 点 で あ る鵠,。 前 者

の類 型 は,こ こで 見 た 商 業社 会発 展 が 生 み 出す 貸 し手 と して の商 人 階層 と符 合

す る と して も,こ れ は後 者 の類 型 と互 い に どの よ うな 関係 に あ り,ま た なぜ 後

者 の類 型 が よ り重視 さ れ る の だ ろ うか.、

この 点 に つ い て,上 に見 た 「貨 幣 につ い て 」 の 貨幣 所 有 者 をめ ぐる歴 史 的 説

明 を参 照す れ ば,ヒ ュー ム は両 者 の 関 係 を前 者 か ら後 者 へ の 不 可 逆 的 な移 行 と

い う形 で捉 え,そ の ため 後 者 の 類 型 を よ り重 視 してい た の で はな い か と思 わ れ

る ・前 者 の 類 型 に関 して は,「 商 人 が 事 業 に飽 きる とか ,そ れ と も商 業 が 好 き

で なか った りそ れ に 適 さ な か った りす る跡 継 ぎ を残 す とか す る場 合 ,こ れ らの

25)竹 本[1ggod98ペ ーシ.、

26)"OfInteresべPD,pp,297-3【)3 .(出 中訳51-58ページ)、

27)"OfPubhcCredit』 。PD,pp.353-354.(L日rP訳113-1・14ページ).

28)めf鼠p、355、(田 中訳116ページ)、,ヒュームが異なる二つの公債所有者類型を提示 しているこ

と,お よび後者の類型をより重視していることについてはすでに指摘されている(竹 本[1990a1

101ベージ),,
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富の大部分がおのずから,年 々の安全な収入を求めるということが,し ばしば

起こるに違いない」 と述べられる。そして,商 人が事業か ら手を引 く時点を

ヒュームは 「商人が事業から離れ,安 楽 と怠惰にふけり始めるとき」と描写 し

ているを191。このように,こ の二つの類型は前者から後者への移行 という関係を

有 し,全 体としての公債所有者の性格 も勤勉な商人から怠惰な利子生活者へと

移 り変わ りつつある,と いうのがヒュームの現状認識だ ったのではないかと思

われる,、そのために.ヒ ュームにおいて利子牛活者 としての性格がより重視さ

れたのではないだろうか3。1。したがって,ヒ ュームにおける公債所有者 とは,

商業の発展により生まれた貨幣所有者階層.と りわけその貨幣所有者か ら漸進

的に供給される怠惰な利子生活者であると考えられる。

他方で,ヒ ュームにおける公債所有の動機は,奢 修への欲望に見出すことが

で きる。「公信用について」においてヒュームは公債の不確実性を論 じ,そ れ

を所有する人々の愚か しさを指摘 している3P。しか しそれにもかかわ らず,

ヒュームは公信用という制度が撤廃されうるとは決して考えていない。なぜな

ら公債のもたらす利益に抗 うことが極めて困難だからである。「人間は通例.

それがどれほど確実であっても,彼 らが予測するものによって支配されるより

は,見 たことのあるものによって支配される、}しか し,約 束や断言や有望な外

観などが現に支払われる利子の誘惑を伴 っている場合に,そ の強力な影響力に

抵抗で きる人はまず存在 しない」3達レ。言い換えれば,人 々を公債所有へ と向か

29)』`OfIIltefest,'7P正),pp,297-303.(1」 」中訳51-58ペ ージ)g

30)な お,現 実に十八世紀の前半 を通 じてブ リテ ンにお ける公 債の所有者層 は質 ・量 ともに拡大 し

たことが知 られてい るが,そ の様 相はヒュー ムの認織 とは必ず しも一致 していない。世紀 は じめ

に一万人程度で あった公債保有者は.債 務基盤の政策的な拡大によ り,世 紀 中葉 の七年戦争勃発

時には六万 人を越 えてい る(ブ リュア,大 久保訳[2003]126-132ペ ー ジ)。また,質 的に見れ ば,

公債所有は,一 部 の金融 ・商業資本家や彼 らの支配す る特権会社か ら。土地所有 ジェ ン トルマ ン

を含む,よ り資 ノ」の乏 しい様 々な階層 の人々へ と広が っている(同 上書,215-218ベ ージ,お よ

び舟場[1971】184-192ペ ー ジ)。 したが って、利子収 入に生活 を依存す る大規模 な公 債所有 者層

が形成されたのは事実 だが,そ れ は商人の相続 ない し引退 と言 うよ りは、 よ り資力の乏 しい様 々

な階層の 人々の公債所 有への参加 によ りもた らされた ものである と思われ る。

31)㌧`OfPublicCredlt,"PD,pp.362-363、(田 中訳1怨 ページ)c

32)``〔)fPubllcCrediし,"PD,p.363.(田 中訳125ペ ー ジ)p
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わ せ る もの は富 へ の欲 望 だ と言 え るだ ろ う。 この富 へ の欲 望 は人 類 に普 遍 的 な

欲 望 で あ る とされ る.「 獲 得 欲 す な わ ち富 へ の 欲 望 は.人 類 に普 遍 的 な 情 念 で

あ り,こ の情 念 は あ らゆ る時 代 にあ らゆ る場 所 に おい て あ らゆ る人 に 作 用 を 及

ぼ す 」33〕。 そ して ヒ ュー ム にお い て 一般 に富 へ の欲 望 を生 み 出 す もの は,奢 修

を購 買 す るそ の 能 力 で あ り(「 富 が 全 て の時 代 に全 て の 人 に と って 価 値 が あ る

の は,人 々が な じん で お りまた ほ しい と思 うよ うな 楽 しみ を,そ れが いつ も購

買す る か らで あ る」勘,ま た ヒュー ム は,利 子 生 活 者 の 生 活 態 度 を奢 移 へ の耽

溺 と描 写 して い る(公 債 所 有 者 は,「 気概 も野 望 も な く,愚 か で勝 手 気 ま ま な

奢 修 に よ る無 気 力 状 態 に沈 み 込 む だ ろ う」35))。した が って,公 債 所 有 の 動 機 を

ヒュ ー ムの テ キ ス ト上 に辿 っ てゆ く と、 最 も根 本 的 に は奢 修 へ の 欲 望 に行 き着

くこ とがわ か る 、,

こ こで奢 修 へ の欲 望 と公 債 所 有 へ の 動 機 に 関 して きわ め て 重 要 な の は
,奢 修

的技 芸 には 自然 的 な限 界 に縛 られ な い 無 限 の発 展 可 能 性 が あ り.そ の た め 奢修

へ の 欲 望 に は原 理 的 に 限 界 が 存在 しな い とい う点 で あ る36〕
。 公 債 所 有 へ の 欲望

が 奢 修 へ の 欲 望 に基 づ き,商 業 社 会 に お い て奢 修 的技 芸 に は 無 限 の 多様 化 可 能

性 ・発 展 可 能 性 が あ るた め に,公 債 所 有 へ の欲 望 に は,商 業 社 会発 展 の基 幹 で

あ る奢 修 へ の 欲 望 と同 じ く,原 理 的 に限 界 が 存 在 しな い ので あ る。

以 上 か ら,ヒ ュー ムに お い て,商 業 の 発 展 そ れ 自体 が公 債 所 有 者 を生 み ,さ

ら に商 業社 会発 展 の原 動 力 とな る奢 修 へ の 限 界 の な い欲 望 が ,彼 ら にお け る公

債所 有 の動 機 で あ る,と 解 釈 で き る。 で は第 二 に,公 債 累 増 をめ ぐる この 社 会

的 要 因 と商業 社 会 を め ぐる ヒ ュー ムの議 論 の枠 組 み とは どの よ うに 関係 付 け ら

れ るだ ろ うか=と りわ け,商 業 の 発展 が もた らす はず の 徳 性の 洗 練 と この 公債

33)℃ftheRlseandProgress(》ftheArtsandSciellces 、"MP、p.113.(小松訳(トー)222ぺ一ジ)。
34)℃fRefhlementintheArts,"PD ,p.276,(田 中訳26ベージ)、
35)℃fPublicCredit』 」PD、pp.357-358.(田 巾訳116ベージ)、公債所有者が貨幣所有階層 として

の商人から生み出されるという点を重視して,利 得そのものへの欲望を公債所有の動機と解釈す
ることもできるが、それでは公債所有者が放塒な奢移へ耽溺するというこの叙述と整合しない。
そのためここでは,富 への欲望の源泉を奢{多への欲望へと掘 りドげるヒュームの分析にしたがっ

て 公債所有の動機を奢修への欲望と解釈した。

36)坂 本[1995]222-223ペ ージを参照。
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による利子収入を通 じた奢修への欲望とはどのように関連付げられるだろうか。

商業の発展はそれ自体 として貨幣所有者層を生み出し,貨 幣所有者は際限のな

い奢修への欲望から公債を所有する。 しか し他方で,商 業社会においては,奢

修が勤労を増大させ,知 識と人間性の洗練が生 じるものとされていた。すでに

見たように,そ こでは勤労 と知識 と人問性の不可分の連鎖を通じて,物 質的な

発展 と共に知的 ・道徳的な洗練がもたらされ,過 度の不自然な欲望は抑制され

るはずである。このような欲望の抑制効果によって,公 債所有者の奢修への欲

望にも一定の歯止めがかかるのではないだろうか。

この問題について結論から言えば,奢 修 と勤労 とは,全 ての階層の人々にお

いて不可分の連鎖によって結ばれているわけではなく,こ の間隙の存在により,

公債所有者の奢修への欲望には洗練による歯止めがかからないものと考えられ

る,,確かに勤労 ・知識 ・人間性は不可分の連鎖で結ばれており,勤 労の増大は

必ず知識 と人間性の洗練をもたらす。しか しここで,奢 修が全ての人々におい

て必ず勤労を増大させるものかどうかが間題となる。ヒュームは 「全ての物は

労働により購買され,我 々の情念が労働の唯一の原因である」と述べているが,

労働が唯一の購買手段であるとは述べていない371。そして実際に。公債累増の

限界的状況に関す る叙述において,「 自らの勤労の直接的結果以上に収入を得

る人々は,全 ての関税 と内国消費税との上が りの他に土地や家屋のほとんど全

ての賃料を取得す る公債所有者だけである」381と述べて,公 債所有を勤労 に対

する代替的な収入獲得手段 として示 している。確かに,自 らの生活の必需品と

これを超える奢修品の購買の資としてただ自らの勤労のみを頼りとする人々は,

より多様で豊富な奢修品の存在に欲望を刺激されて,白 らの勤労を増大させる

だろう。しか し,多 額の貨幣を所有 して,こ の貨幣を公債所有に振 り向けるこ

とのできる人々は,公 債から得られる利子収入によって,自 らの勤労をなんら

37)㌧Everythinginthewoτldisp肛chasedhylabour;alldourpassionsaretheく)nlycauseof

l縫bouf(』'Of(IQmmerce.儀7PD,p.261.(田 中 訳llペ ー ジ))G

38〉"OfPubhcCredit,"PD,p.357.(田 中 訳118ペ ー ジL
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増大させることなく奢修への欲望を満たすことができるのである、,し たがって

奢修 と勤労は全ての人々において必然的に結びついているわけではなく,あ る

程度の貨幣を所有する人々,す なわち貨幣所有者階層には,勤 労を公債所有に

代替することで奢修への欲望を満たすことが可能なのである。そ してこれらの

人々においては勤労の不在により洗練がもたらされず,そ のために不 自然な奢

修への耽溺に対する抑制は期待されえない。それゆえ 「これらの人々は…気概

も野望 も楽 しみもな く,愚 かで勝手気ままな奢修による無気力状態に陥る」 こ

とになるのである39}。

以 ヒのように,商 業発展により形成される貨幣所有者層は,商 業社会発展の

原動力である際限のない奢イ多への欲望から利子収人目的で公債に資金を供給 し,

しか も商業発展が もたらすはずの洗練ない し不自然な欲望の抑制は,彼 らに

あっては勤労の不在のために期待しえない。これが,勢 力均衡政策が政府に強

いる資金需要という外的な資金需要面の要因に対する.社 会内的な資金供給面

の公債累増要因であると考えられる。公債累増に関する以上の基本的な構造を

踏まえた上で,次 節では商業杜会の発展過程 と公債累増過程 との関連について

検討したい。
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